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　みなさんこんにちは、小児科の武岡真美で
す。
　5カ月半という短い間でしたが大変お世話に
なりました。
　7月からは三重大学医学部附属病院に異動

となります。
　三重病院ではアレルギー疾患、神経疾患、重症心身障害の方への対
応など、他の病院とは違った疾患をたくさん経験させていただきまし
た。三重病院で学ばせていただいたことを活かして、今後も小児科医
として成長していきたいと思います。対応させていただきました患者
様方、先生方、スタッフの皆様、ありがとうございました。今後とも何卒
よろしくお願い申し上げます。

●小児科　武岡　真美 先生

　みなさんこんにちは、小児科・アレル
ギー科の鈴木尚史です。
　御存知の方もいらっしゃると思います
が、私は６月末で三重病院での勤務を終

え、7月より四日市の三重県立総合医療センターで勤務してい
ます。三重病院では3年間、主にアレルギーチームとしてお世
話になりました。私くらいの世代にとって1つの病院で3年間働
くというのは比較的長い方でした。
　嬉しいことや楽しいことも、辛いことや悔しいこともありまし
たが、三重病院での日々は、特にアレルギーや感染症などの
日々アップデートされる情報を吸収しながら診療を行う、非常
に刺激的な毎日でした。
　また藤澤先生・長尾先生のおかげで、貴重な体験もたくさん
させて頂きました。特に印象に残っていることは、ヨーロッパや
韓国等での学会や研修に参加させて頂き、そこでたくさんの
友達ができたことです。韓国人の友達の結婚式に招待してもら
うなんて、三重病院に来なければ経験できなかったことだと思
い、感謝しています。
　三重病院はアットホームな雰囲気が魅力だと思います。ス
タッフや患者さん、食堂や売店や清掃の方々など、みなさんが
気さくに話しかけてくれ、たくさんの笑顔に支えられて毎日を
過ごすことができました。本当はもう少し三重病院で勉強した
かったのですが、仕方がありません。異動の挨拶が直接できな
かった方、このような形での報告となりすみません。
　またどこかでお会いすることがあれば、ぜひ声をかけて下さ
い。 3年間有難うございました。

　7月より三重中央医療センターに異動となり
ます。小児科の乙部裕です。今年の1月から6月
までの短い間でしたが、半年間大変お世話にな
りました。2病棟の入院患者さまの診療を主に
勤務してきましたが、三重病院が津の急性期・

慢性期の小児医療において要の施設であり、幅広い層の患者さまを
受け入れていることを肌で実感いたしました。5病棟や外来での診療
もよい経験になりました。半年間で関わり合いになった患者さまや職
員の皆さまと働けた時間を大切な糧として、今後も研鑽を積んでまい
ります。本当にありがとうございました。

異  動  の  ご  あ  い さ つ  
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　6月の誕生会は、5病棟に入院して
いる患者さんのご家族も所属する「東
太鼓」の皆さんに太鼓を披露していた
だきました。患者さんのご家族の一生懸

命な演奏に、皆さんとても喜んでいました。
迫力満点の太鼓の音に、患者さんは驚いてしまうかもとスタッ
フは心配していましたが、穏
やかに楽しまれていました。
7月の誕生会は、ウクレレの
演奏を披露していただく予
定です。今からとても楽しみ
です！
  (児童指導員　白松 美優）

　今月のやまばとギャラリーは、
「熱帯魚のモビール」を展示しま
す。患者さんはスタッフと協力しな
がら、熱帯魚の目を書いたり、パー

ツをのり付けしたりと
一生懸命に制作しまし
た。完成した作品の出
来栄えに、患者さんは
満足そうにされていま
した。それぞれの患者
さんらしい熱帯魚が完
成しました。是非見に
いらしてください ！

　みなさんこんにちは、アレルギー科
です。
　今回、藤澤・長尾・貝沼・星・鈴木尚
の5人で、ポルトガルのリスボンで開かれたヨーロッパアレルギー学会
（EAACI）に参加してきました。
　まずリスボン、遠かった…乗り換えも含めると20時間くらいかかり
ました。
　毎年感じることですが、ヨーロッパの学会は雰囲気が日本と全く違い
ます。日本では参加者のほぼ全員がスーツですが、向こうではTシャツ
の人がいたり、ショートパンツの人がいたり、女性はワンピース（しかも
花柄とかの）の人もいたりします。
　服装はラフですが発表や討論は非常に熱く、またヨーロッパだけで
なく世界中からの参加者がいて、会場は活気があふれています。
　そんな中、藤澤先生はヨーロッパアレルギー学会（EAACI）とアジア
アレルギー学会（APAAACI）が共催するセッションで座長をされました
…すごい。思わず前まで行って写真を撮ってしまいました。
　ところで、ポルトガルと聞いてみなさんは何を思い浮かべますか？
　私は正直クリスティアーノ・ロナウド（有名なサッカー選手ですね）くら
いしか思いつきませんでしたが、気候はよく、食事(シーフードやエッ
グタルトが有名です）も美味しく、とても歴史(ヴァスコ・ダ・ガマなどが

有名です)のある街でした。またいつか
訪れたいと思います。
　たくさん刺激を受けて帰ってきたの
で、また気持ちを新たに頑張りたいと
思います。来年はロンドン…行きたい
なあ。　　　　　  （アレルギー科一同）
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  (児童指導員  白松 美優）

●小児科　乙部　裕 先生

アレルギー学会の報告
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●小児科・アレルギー科　鈴木 尚史先生


